
冬作綠肥と桑樹凍害との關係について

中澤喜雄

Yoshiwo NAKAZAWA:-On the cold injury of mulberry trees owing to the 
cultivation of green-manure plant as a winter catch-crops in mulberry farm.

l　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　雷

！　　　鷲綜繹濟の逼迫は必然的に繭の安便生産を要求する。而して繭生産鞭の遜減の最も軍要な部

i　　門の一一つは桑葉の安贋生塵であり、之れがためには先づ肥料i｝lj題が取りあげられる。最近自給

i　　肥料の使用が特に力説され、間作緑肥が大レ・に漿拗さるる所以も亦此露にあるのである。

　　　　而して緑肥間作の曹及S共に考慮せねばならぬ閻題の一一つは、閥作S凍審εの關係である。

　　　殊に新植2年目に叢才i鉤伐探を行つた夏秋羅卑用桑闘の揚含には一・暦考慮されねばならない。

　　　　線肥の間作が桑樹凍筈を助」竃するこεは既に唱へられた勝であるカ㌔未だ其の計数鮒例鐙は

　　　乏しいので、著者は此の間題につき聯か計撒駒の調査を試み結果を得だるを以てこNに罷逮し

1　　大方の御批正を仰がんεする次第である。

l　　　　　　　　　　　　　　I，調　　査　　方　　法

i　　調査匿。昭柳聯慶には、繭爵大藥根刈佳立離幅15ms市！瀬根刈偉立雌幅1．5㎜・改良鼠

｝　　返中刈仕立暁幅1・6mの岱植付2年目桑園を用U．・，調査株薮は40株箪位言し・昭和13年慶には植

｝　　付2年目の晶種見本園睡幡が1，5mの火田を用ひ、調査裸数は5株躍位にした。

｝　緑肥蠣灘ザードウィ助ン・上田碗豆及ヘアリー心チを用ひた。鱒は前禽紛9肝

｝雛魏に播繊た・　”　・　　　　、I
i　’　試験匠別εしては、（1）緑肥を普通に栽培せる緑肥賦、（2）緑肥を群培1し、i翌春～束害彪険期

1　前に1剛取り・6月・陶に到りて第2同の刈取りを行べる2剛嘔・及び（3）線肥轍培せ

1ざる鮮駒ち騨際しナ・・eFし・召螂鞭には鮮齢省し・た6午れは2幽陣無憾
！　　ミの間には鯨り差異がないこεが昭和12年度に判つたからである。　　　」　　・　　∴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

i　　　調査方法9瀞獲芽前に各桑株の株直しを行ひ・昭和12年度には4月30’日に、昭鞠13年には4
｝　　月25日ltt各株の芽を9芽宛に整珂｛し、其の芽について凍害のあつた撒日後被害芽の異憂するを馳

1　　1待つて調査した。而して本調査で鮫害芽ε総するは芽芯まで侵害され、伸長不可育旨に陥つ琶も

｝　のを指し・「6に葉が灘れ・葉働｛黒愛し耀度のもの晦欝ε鰹ず・
｝　　　、緑肥の2同刈匿の刈取りは・地上10cmを残して行ひ、其1り第1同刈取りは整芽S同日に行つ

l　t：。

l　　　　　　　　　　　ll・調　査　成　績
｝

1　　　第1印調査結va　o・昭和12年5月4日朝の悪冷による凍害で・同8日に調査したものである。

1　　　　　　　　　～
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1．．第1例は鵬島大葉根メ旺牢坦桑園にザ神ドウイツケンを間作、第2例は市ノ瀬根刈綬傾斜桑園にザ
　　　　　　　レ　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　’kドウイツケン聞作、第3例は改良鼠返中刈革坦桑園に上田碗蔵を闇作した揚倉である。
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2。　5月11日朝の氣温は前日1li後10時11，箔゜C、ユ1日∠r揃2時5。9°Cb午繭6i時15．6℃、最低2。6℃、地面最低

　温凌は零下r．6℃であつた。1F前6時の氣獅醗は本州の大朝1分7嫉州南部、覇鮮に葱る中・ら示度

　763mmの高氣腰は東に移勘し、水州中部rζ於ては異舩に焚難した。地水はv　5月6口にO・3mmの

　降雨あつたのみで・馳は乾燥して居恥併も侠晴であつた。

第3同調査。昭和13年4月30剛颯のi聾冷による凍害で、5月3日に調査しfも「のであ1るσ
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第畿號〕　　　　各f乍線肥と桑樹凍筈との關係について　　　　　　lo7

　備　考

　　4刀3°醐の鞭は箭r・1・1f一後10時9・d’”Cb　30日輸2時4．S・C、・F前塒4，3℃、最低1．7・C、地轍f段灘

　　度零下6・6℃獅つて・’揃6・踊撫i巳蹴斌勘肪7駈のr・i・心巌765mm嚥・・移鋤す縞懸

　　は木榊細・り・磯・中國・畑・・磁燃で掩つトた諜オ・聰・揃購働・蹄となつた。地，k

　　は胡2卿・7・7m…2S欧3伽・刎輔鋼、大地には繍があつた。網巴作i」vac　（，：itヘアリー“　ts＋ツ

　　チを川ひたP　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　fll・　調i霞成績の溝察

　以上3岡に瓦る調査に於て・何れの揚合も緑肥を間作せざる無作賦が凍害の被害最も少な

く・細巴は作るも2剛幟を欄し諌害危騨］に刈株が髄力・残る椒⑳胴メ幅之れに酵

少く・瞥通に線肥を栽培せるまsに放置せる線肥輝は被害が著しく大であつf。

　N中刈仕立は根刈仕立に比して被害割合は少ないが、被害が無作圃に少く、2圓刈嘔之れに

並詳、繰肥冤に多い傾向はt・1〈i刈の揚合ε同機である。

欄鰻境下に於て繰嚇亟により疎罰撚傘曙しい蝦あるこSが、欄査によ
り示されて居るo

、、圃して斯くの如く緑肥作物の存在が判然ミ凍害を助長せしむる康因は、其の地面隙蔽により

細の地脚堺鋤害するこ・・夜椒は卿加繍の騰、地蓑よりの翻勧鮒の

蕪欝吻論であるが・期細1乍伽上伸貼り遭肋籍又は地幡働り囎し諦
温を示魏の地面氣温（草上氣温）の困ルが上昇する鍋ではないカ・ε思考する。

　　　　　　　　　　　　　　　　㎜・総　　　括

　本調査に於て、参作緑肥の閥作は桑樹凍害を増大する窮實を計撒的に例示するを得た。～雌の

貼より考へて、凍害を最も恐れる植付1．2年の褒芽前伐探を必要ざする錘團、嚢芽前伐擁をす

る夏秋獄桑園・又は特に凍害鱒地方の桑騰に於ては、冬作緑肥は行はざるを安khEするb

若し自給肥料檜産の立前から参作緑肥間作を行はんεする時は、凍審危瞼期前に地上1⑨cm位

の所から第1圃の刈取りを行ひ・6月中旬に到りて第2隅刈取りを行ふ02同刈法を行ふべき

である。爾中高刈仕立の探用、或は抵抗加脳・桑晶種の撰揮等が凍害豫防上肝要なるは論を1俊

たない。

　附。本調査をなすに當り・腫々御便宜を輿へられたる長野縣下伊那農畢佼早川棟長に劉・し、、

又整芽計敏等に多大の助力を錦はれた岡披生徒に劉し謹んで感謝の意を表す次第であるe・

　　　　　　　　　　　　　　　（於長野縣下伊那農離校）

　　　　　　　　　　　　　　　　番潜　交獄　　　　　　　’

統保轟｝（・9・9）・糠撒繍

岡部康之（1936）桑樹栽培
莞　　籾　　ユ1…　　」尋二　（1937）　　栽　　　　　　　　　桑　　玉】旺，2，（10月）

　　　　　　　　　　　　　　（受理　昭和13年6月ユ5日）
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